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紹介コメント 

陸水とは海水との区別としているものであるが、淡水と直接はリンクせずいろいろな水が

あることが本書を読むとよくわかる。目次をみてわかるように、大きく分ければ、地上の

水に影響する因子、各種陸水の状況、各国に存在するバラエティーに富んだ陸水の紹介で

成り立っている。学会の企画委員会で本書の作成を行っているので、内容は骨太で入りに

くい印象を与えるが、本全体の構成が地下水を取り囲む種々因子を網羅したものとなって

いるほか、各章の内容はロジカルであるため、非常に参考になるものと思う。 

 


